
大栄産業株式会社

■取扱店

’23.3.

維持管理ご相談下さい！
浄化槽には維持管理が法律により義務付けられています。
ダイエーは維持管理を信頼のネットワークでご提供いたします。
お気軽に最寄の左記営業所へお問い合わせください。

E-mail　honsya@daie-industry.co.jp
商品やサービスに対するご意見、ご要望をお聞かせください。
「取扱説明書」「施工要領書」「維持管理要領書」の必要な方は
弊社窓口までご連絡またはホームページまでアクセスください。

本社
〒 470-2403  愛知県知多郡美浜町大字北方字西側85-1
0569-82-0338　FAX0569-82-2114
北海道営業所
〒 065-0022  北海道札幌市東区北22 条東3丁目1-35  ハイテクビル・さっぽろ
011-748-3200　FAX011-748-3221

仙台営業所
〒 983-0038 宮城県仙台市宮城野区新田1-3-52
022-239-9001　FAX022-239-9002

北関東営業所
〒 346-0014 埼玉県久喜市吉羽2丁目6-9 宇津城ビル3F
0480-21-8231　FAX0480-21-8337

千葉出張所
〒 299-3217 千葉県大網白里市木崎1-23
0475-70-8131　FAX0475-70-8132

大阪営業所

広島営業所
〒 733-0003 広島県広島市西区三篠町3丁目2-2 A1ビル1F
082-237-8311　FAX082-237-8312
福岡営業所
〒 814-0153 福岡県福岡市城南区樋井川3-19-1
092-552-4904　FAX092-511-8122

大分出張所
〒 879-7152 大分県豊後大野市三重町百枝1247-1
0974-22-8218　FAX0974-22-8489

東京支店・東京営業所
〒 105-0004 東京都港区新橋5丁目25-2 ル・グラシエルBLDG.60
03-5401-2151　FAX03-5401-2152

豊橋出張所
〒 441-8122 愛知県豊橋市天伯町六ツ美77-1
0532-48-8029　FAX0532-37-7372

ISO14001認証取得／ISO9001認証取得

静岡営業所
〒 417-0801 静岡県富士市大淵2651-1
0545-35-5783　FAX0545-35-5784

〒 532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原1-1-1 新大阪阪急ビル3F
06-7668-8384　FAX06-7668-8301

北関東営業所
東京支店・東京営業所

このカタログは適切に管理された
FSC®認証林およびその他の管
理された供給源からの原材料で
作られています。

URL      http://www.daie-industry.co.jp
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凝集剤添加型
膜分離活性
汚泥方式

BOD20
COD30
SS20

ｎ－hex20

BOD20
COD30
SS20

ｎ－hex20

BOD10
COD10
T－N10
T－P   1

ダイエー
浄化槽
FM型

型式名告示区分掲載
ページ

沈殿分離接触
ばっ気方式

BOD20
ダイエー
浄化槽
FCT型

第6

流量調整接触
ばっ気方式

BOD20
ダイエー
浄化槽
FCR型

第6

高度処理
タイプ※1

※1　建築基準法施行令第35条第1項認定

コンパクト
タイプ※1

国土交通大臣
認定値
（㎎/L）

処理方式
処理対象人員（人）

51 100 200 300 400 500 1000 2000 4000

流量調整
担体流動生物
ろ過方式

流量調整
担体流動生物
ろ過方式

BOD20
COD30
SS20

BOD20
COD30
SS20

ダイエー
浄化槽
FCI型

ダイエー
浄化槽
ＦＣＩ－Ｌ型

P3

P4

ダイエー
浄化槽
FCW型

ダイエー
浄化槽
FCA－A型

ダイエー
浄化槽

FCA－J1型

固液分離型
流量調整付

担体流動生物ろ過
循環方式

固液分離
担体流動生物ろ過
循環方式

固液分離
担体流動生物ろ過
循環方式

BOD20
SS20

P2

P6

P7

P5

※2 流入管底GL-1050（嵩上げ300H付）の場合

A3型
3,750

※1
※1

※2

仕様
◎処理対象人員（51～1500人）
◎処 理 水 量（10.2～140㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

SS

n-hex

50～600㎎/Ｌ

250㎎/Ｌ以下

25㎎/Ｌ以下

20㎎／L以下

15㎎／L以下

3㎎／L以下

20㎎／L以下

20㎎／L以下

ー
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BOD

SS
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50～600㎎/Ｌ

250㎎/Ｌ以下

25㎎/Ｌ以下

20㎎／L以下

15㎎／L以下
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20㎎／L以下

ー
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9,440

5,950

2,720

3,380

5,520

2,720 8,930

3,910

5,260

10,720

8,930

ダイエー浄化槽　ＦＣＩ－Ｌ型 ダイエー浄化槽　ＦＣＩ－Ｌ型 処理方式：流量調整担体流動生物ろ過方式

（2012年特許取得）

278人【55.6m3/日】

従来品と比べて少ない設置面積

原水ポンプ槽無しで流入管底GL-1600mmまで対応

低負荷時に対応可能な並列処理

☆多孔スクリーン槽Ａ/★多孔スクリーン槽Ｂ ☆多孔スクリーン槽Ａ/★多孔スクリーン槽Ｂ

Ａ、Ｂ両系統で処理を行う。
通常処理状態：並列処理 低負荷処理状態：片系列処理 ※実流入水量が設計流入水量の40％以下の場合に対応可能

参考：Ｂ系統の移送と送気を停止し、Ａ系統のみで処理を行う。

汚泥移送

内は2系統

し渣移送

多孔スクリーン槽
ばっ気沈砂槽・
荒目スクリーン 流量調整槽 担体流動槽

流

　出
生物
ろ過槽 消毒槽

搬出処分

中間水移流
汚泥濃縮貯水槽

FCW型設置面積
103.39m² 設置面積を67％に削減FCIL型設置面積

68.915m²

仕様
◎処理対象人員（51～500人）
◎処 理 水 量（2.55～100㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

50～590㎎/Ｌ

ー

ー

15㎎／L

30㎎／L

15㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L
◆GL-600mm～1600mmまで対応可能

◆ 配置タイプ

※参考例：120㎡/日、住宅用途600人槽

仕様
◎処理対象人員（251～4000人）
◎処 理 水 量（25.05～200㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

200㎎/Ｌ

100㎎/Ｌ

160㎎/Ｌ

15㎎／L

30㎎／L

15㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

※流入水は、標準水質とし、屎尿およびこれと併せた雑排水（工場排水、雨水、そ
の他の特殊な排水を除く）とする。なお、表中の数値は標準であり、用途に応じ幅
を持たせて設計可能

※（略記号）BC：ばっ気沈砂槽、RT：流量調整槽、TSa・TSb：多孔スクリーン槽、TRa・TRb：担体流動槽、SRa・SRb：生物ろ過槽、S・Sa・Sb：消毒槽、
　 HP・HPa・HPb：放流ポンプ槽（放流槽）、ONa・ONb：汚泥濃縮貯留槽
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☆多孔スクリーン槽Ａ/★多孔スクリーン槽Ｂ ☆多孔スクリーン槽Ａ/★多孔スクリーン槽Ｂ

Ａ、Ｂ両系統で処理を行う。
通常処理状態：並列処理 低負荷処理状態：片系列処理 ※実流入水量が設計流入水量の40％以下の場合に対応可能
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放流水
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ー

ー
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放流水

BOD

COD

SS

200㎎/Ｌ

100㎎/Ｌ

160㎎/Ｌ

15㎎／L

30㎎／L

15㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L
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固液
分離部

汚泥
貯留部

汚泥貯留槽

ピーク
カット部

担体
流動部

循環水

散気用 エア

逆洗水

逆洗用
電磁弁

担体流動槽第 1室
間欠定量
移送装置

担体流動槽
第 2室

汚泥移送装置

流
　出

生物
ろ過槽 消毒槽

ブロワ

循環水移送装置

※清掃は3ヶ月に1回以上必要となります。

ダイエー浄化槽　ＦCA－J1型 ダイエー浄化槽　ＦCA－J1型 

ダイエー浄化槽　ＦCA－A型 ダイエー浄化槽　ＦCA－A型 

処理方式：固液分離担体流動生物ろ過循環方式

処理方式：固液分離担体流動生物ろ過循環方式

固液
分離部

汚泥
貯留部

汚泥貯留槽

ピーク
カット部

担体
流動部

循環水

散気用 エア

逆洗水

逆洗用
電磁弁

担体流動槽第 1室
間欠定量
移送装置

担体流動槽
第 2室

汚泥移送装置

流
　出

生物
ろ過槽 消毒槽

ブロワ

循環水移送装置

※清掃は3ヶ月に1回以上必要となります。

■代表仕様例
名称・記号＼人槽 51 60 70

寸
法

容
量

全　　　  長　Ｌ1
全　　　  長　Ｌ2
全　　　  幅　W
全　　　  高　H　
流  入  管  底　h1
放  流  管  底　h2
放  流  管  底　h3
流入管・放流管径
汚 泥 貯 留 槽
担体流動槽第1室
担体流動槽第2室
生 物 ろ 過 槽
消 毒 槽
総 容 量
放 流 ポ ン プ 槽

4,765 
5,485
2,200
2,310 
600
760
325 
φ150 
4.458
2.591
4.045
1.767
0.183
13.044
0.181

■代表仕様例

51

3,340

60

3,520

70

3,800

80

4,070

90

4,350

100

4,910

170

7,980

180

8,370

190

8,750

200

9,330

210

9,710

220

10,100

人槽

L：全長（㎜）

H：標準全高（㎜）

W：全幅（㎜）

h1：流入管底（㎜）

h2：放流管底（㎜）

流入管・放流管径

2,770

2,500

GL-750

GL-960

φ150

110

5,300

120

5,670

130

6,250

140

6,630

150

7,030

160

7,600

人槽

L：全長（㎜）

人槽

L：全長（㎜）

※流入水は、標準水質とし、屎尿およびこれと併せた雑排水（工場排水、
雨水、その他の特殊な排水を除く）とする。なお、表中の数値は標準で
あり、用途に応じ幅を持たせて設計可能

仕様
◎処理対象人員（51～70人）
◎処 理 水 量（2.55～14㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

n-hex

200㎎／L

100㎎／L

160㎎／L

ー

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

仕様
◎告示（第６第二号）
◎処理対象人員（51～500人）
◎処 理 水 量（2.55～39㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 国土交通大臣
認定値

放流水

BOD 200～450㎎/Ｌ 20㎎／L

仕様
◎告示（第６第二号）
◎処理対象人員（101～500人）
◎処 理 水 量（5.05～100㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 国土交通大臣
認定値

放流水

BOD 200～450㎎/Ｌ 20㎎／L

※流入水は、標準水質とし、屎尿およびこれと併せた雑排水（工場排水、
雨水、その他の特殊な排水を除く）とする。なお、表中の数値は標準で
あり、用途に応じ幅を持たせて設計可能

仕様
◎処理対象人員（51～910人）
◎処 理 水 量（2.55～45.5㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

n-hex

200㎎／L

100㎎／L

160㎎／L

ー

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L
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※清掃は3ヶ月に1回以上必要となります。

ダイエー浄化槽　ＦCA－J1型 ダイエー浄化槽　ＦCA－J1型 

ダイエー浄化槽　ＦCA－A型 ダイエー浄化槽　ＦCA－A型 

処理方式：固液分離担体流動生物ろ過循環方式

処理方式：固液分離担体流動生物ろ過循環方式

固液
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ろ過槽 消毒槽
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循環水移送装置

※清掃は3ヶ月に1回以上必要となります。

■代表仕様例
名称・記号＼人槽 51 60 70

寸
法

容
量

全　　　  長　Ｌ1
全　　　  長　Ｌ2
全　　　  幅　W
全　　　  高　H　
流  入  管  底　h1
放  流  管  底　h2
放  流  管  底　h3
流入管・放流管径
汚 泥 貯 留 槽
担体流動槽第1室
担体流動槽第2室
生 物 ろ 過 槽
消 毒 槽
総 容 量
放 流 ポ ン プ 槽

4,765 
5,485
2,200
2,310 
600
760
325 
φ150 
4.458
2.591
4.045
1.767
0.183
13.044
0.181

■代表仕様例

51

3,340

60

3,520

70

3,800

80

4,070

90

4,350

100

4,910

170

7,980

180

8,370

190

8,750

200

9,330

210

9,710

220

10,100

人槽

L：全長（㎜）

H：標準全高（㎜）

W：全幅（㎜）

h1：流入管底（㎜）

h2：放流管底（㎜）

流入管・放流管径

2,770

2,500

GL-750

GL-960

φ150

110

5,300

120

5,670

130

6,250

140

6,630

150

7,030

160

7,600

人槽

L：全長（㎜）

人槽

L：全長（㎜）

※流入水は、標準水質とし、屎尿およびこれと併せた雑排水（工場排水、
雨水、その他の特殊な排水を除く）とする。なお、表中の数値は標準で
あり、用途に応じ幅を持たせて設計可能

仕様
◎処理対象人員（51～70人）
◎処 理 水 量（2.55～14㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

n-hex

200㎎／L

100㎎／L

160㎎／L

ー

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

仕様
◎告示（第６第二号）
◎処理対象人員（51～500人）
◎処 理 水 量（2.55～39㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 国土交通大臣
認定値

放流水

BOD 200～450㎎/Ｌ 20㎎／L

仕様
◎告示（第６第二号）
◎処理対象人員（101～500人）
◎処 理 水 量（5.05～100㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 国土交通大臣
認定値

放流水

BOD 200～450㎎/Ｌ 20㎎／L

※流入水は、標準水質とし、屎尿およびこれと併せた雑排水（工場排水、
雨水、その他の特殊な排水を除く）とする。なお、表中の数値は標準で
あり、用途に応じ幅を持たせて設計可能

仕様
◎処理対象人員（51～910人）
◎処 理 水 量（2.55～45.5㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

n-hex

200㎎／L

100㎎／L

160㎎／L

ー

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

20㎎／L

30㎎／L

20㎎／L

20㎎／L
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仕様
◎処理対象人員（51～1000人）
◎処 理 水 量（2.5～190㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

n-hex

Ｔ-Ｎ

Ｔ-Ｐ

100～450㎎/Ｌ

100～225㎎/Ｌ

250㎎/Ｌ

ー

40～70㎎/Ｌ

5㎎/Ｌ

5㎎／L

10㎎／L

5㎎／L

5㎎／L

10㎎／L

0.5㎎／L

10㎎／L

10㎎／L

ー

ー

10㎎／L

1㎎／L

ばっ気型
スクリーン

ばっ気型
スクリーン

原水
ポンプ槽

原水
ポンプ槽

固液
分離部

W

L

ø D

GL

GL

W

L

H

A

A

H

H

H

流入管

計量調整装置流入管

計量調整装置流入管

WL

HWL

WL

LWL

LWL

HWL

HWL

AWL

AWL

WL

WL

WL

HWL
AWL

放流ポンプ槽（TⅢ型）放流ポンプ槽（TⅡ型）

縦置原水ポンプ槽

内蔵原水ポンプ槽

放流管 流入管 放流管

FCW型オプション

オプション名 A ø D（内径） H
内蔵原水ポンプ槽 600～1650 2770～3070

2770～4770
1300～1600
1510～1810 850 850

850 850
縦置原水ポンプ槽
放流ポンプ槽（TⅡ） -
放流ポンプ槽（TⅢ） -

-
- -
- -
L W

-

-

900～3350 ø2000、2500

単位 ： [mm]

ばっ気型
スクリーン

ばっ気型
スクリーン

原水
ポンプ槽

原水
ポンプ槽 流量調整槽

ø D

A
A

H
H

移流管流入管

移流管流入管

LWL

LWL LWL

LWL

HWL

HWL

HWL

HWL

AWL

AWL

AWL

WL

WL

縦置原水ポンプ槽

内蔵原水ポンプ槽

内蔵放流ポンプ槽

FCI型オプション
放流管

オプション名 A ø D（内径） H
内蔵原水ポンプ槽

内蔵放流ポンプ槽
縦置原水ポンプ槽

600～1600 2770～3070
2770～4770
2770～3070

-

- -
900～3350 ø2000、2500

単位 ： [mm]
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仕様
◎処理対象人員（51～1000人）
◎処 理 水 量（2.5～190㎥/日）
◎設 計 条 件

項目 流入水 日本建築センター
性能評価値

国土交通大臣
認定値

放流水

BOD

COD

SS

n-hex

Ｔ-Ｎ

Ｔ-Ｐ

100～450㎎/Ｌ

100～225㎎/Ｌ

250㎎/Ｌ

ー

40～70㎎/Ｌ

5㎎/Ｌ

5㎎／L

10㎎／L

5㎎／L

5㎎／L

10㎎／L

0.5㎎／L

10㎎／L

10㎎／L

ー

ー

10㎎／L

1㎎／L

ばっ気型
スクリーン

ばっ気型
スクリーン

原水
ポンプ槽

原水
ポンプ槽

固液
分離部

W

L

ø D

GL

GL

W

L

H

A

A

H

H

H

流入管

計量調整装置流入管

計量調整装置流入管

WL

HWL

WL

LWL

LWL

HWL

HWL

AWL

AWL

WL

WL

WL

HWL
AWL

放流ポンプ槽（TⅢ型）放流ポンプ槽（TⅡ型）

縦置原水ポンプ槽

内蔵原水ポンプ槽

放流管 流入管 放流管

FCW型オプション

オプション名 A ø D（内径） H
内蔵原水ポンプ槽 600～1650 2770～3070

2770～4770
1300～1600
1510～1810 850 850

850 850
縦置原水ポンプ槽
放流ポンプ槽（TⅡ） -
放流ポンプ槽（TⅢ） -

-
- -
- -
L W

-

-

900～3350 ø2000、2500

単位 ： [mm]

ばっ気型
スクリーン

ばっ気型
スクリーン

原水
ポンプ槽

原水
ポンプ槽 流量調整槽

ø D

A
A

H
H

移流管流入管

移流管流入管

LWL

LWL LWL

LWL

HWL

HWL

HWL

HWL

AWL

AWL

AWL

WL

WL

縦置原水ポンプ槽

内蔵原水ポンプ槽

内蔵放流ポンプ槽

FCI型オプション
放流管

オプション名 A ø D（内径） H
内蔵原水ポンプ槽

内蔵放流ポンプ槽
縦置原水ポンプ槽

600～1600 2770～3070
2770～4770
2770～3070

-

- -
900～3350 ø2000、2500

単位 ： [mm]
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） 

過方式 

45 

過方式 

程 

定品 

放流 

W. L

●Ｋ●Ｃ●Ｍ●Ｙ 

算定単位当たりの汚水量及びBOD濃度参考値
処理対象人員 （n）

建 築 用 途
類似用
途　別
番　号

合併処理対象

BOD汚水量算定単位算定式

１５０
（mg／ �）

１６
（  ��／ m２ ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝    
０．０８A

公会堂・集会場・劇場・
映 画 館 ・ 演 芸 場

イ

集
会
場
施
設
関
係

１
２６０

（mg／ �）
２４００

（ ��／ 個 ・ 日）
n：人員（人）
C１：総便器数（個）

n＝１６C競輪場・競馬場・競艇場ロ

２６０
（mg／ �）

１０
 （ ��／ m２ ・日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０６５A

観 覧 場 ・ 体 育 館ハ

２００
（mg／ �）

２００
（ � ／人 ・ 日）

n：人員（人）

A：延べ面積（m２）

n＝５A≦１３０m２の場合

住 宅イ

住
宅
施
設
関
係

２

n＝７１３０m２＜Aの場合

２００
（mg／ �）

１０
（ � ／ m２    ・ 日）

n：人員（人）
ただし、１戸あたり
のnが３．５人以下の
場合には、１戸当た
りのnを３．５人又は
２人（１戸が１居室
（２）だけで構成さ
れている場合に限
る）とし、１戸当た
りのnが６人以上の
場合には１戸当たり
の nを６人とする。
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０５A

共 同 住 宅ロ

１４０
（mg／ �）

１４
（ � ／ m２   ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７A

下 宿 ・ 寄 宿 舎ハ

２００
（mg／ �）

２００
（ � ／人 ・ 日）

n：人員（人）
P：定員（人）

n＝ P
学 校 寄 宿 舎
自衛隊キャンプ宿舎
老人ホーム・養護施設

ニ

２００
（mg／ �）

３０
（ � ／ m２    ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．１５A

結 婚 式 場 ・
宴 会 場 有

ホテル
旅 館

イ
宿
泊
施
設
関
係

３

１００
（mg／ �）

３０
（ � ／ m２   ・ 日）

n＝
０．０７５A

結 婚 式 場 ・
宴 会 場 無

５０
（mg／ �）

１，０００
（ � ／室  ・ 日）

n：人員（人）
R：客室数

n＝５Rモ ー テ ルロ

２００
（mg／ �）

２００
（ � ／人  ・ 日）

n：人員（人）
P：定員（人）

n＝ P
簡易宿泊所・合宿所・
ユー ス ホステ ル ・ 青年の家

ハ

３２０
（mg／ �）

B×１，０００
（ � ／床  ・ 日）

n：人員（人）
B：ベッド数（床）

n＝８B
３００床未
満の場合

業務用の
厨房設備
又は洗濯
設備を設
ける場合

病 院

療養所

伝　染
病　院

イ
医
療
設
備
関
係

４

B×１，３００
（ � ／床  ・ 日）

n＝１１．４３（B
－３００）＋
２，４００

３００床以
上の場合

１５０
（mg／ �）

B×１，０００
（ � ／床  ・ 日）

n＝５B
３００床未
満の場合

業務用の
厨房設備
又は洗濯
設備を設
けない場
合

B×１，３００
（ � ／床  ・ 日）

n＝７．１４（B－
３００）＋１，５００

３００床以
上の場合

３００
（mg／ �）

２５
（ � ／ m２  ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．１９A

診 療 所 ・ 医 院ロ

１５０
（mg／ �）

１５
（ � ／ m２  ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７５A

店 舗 ・ マ ー ケ ッ トイ

店
舗
関
係

５

１５０
（mg／ �）

３０
（ � ／ m２  ・ 日）

n＝
０．１５A

百 貨 店ロ

２２０
（mg／ �）

１３０
（ � ／ m２  ・ 日）

n＝
０．７２A

一 般 の 場 合

飲食店ハ
４５０

（mg／ �）
２６０

（ � ／ m２   ・ 日）
n＝
２．９４A

汚濁負荷の高い場合

２００
（mg／ �）

１１０
（ � ／ m２   ・ 日）

n＝
０．５５A

汚濁負荷の低い場合

１５０
（mg／ �）

１６０
（ � ／ m２  ・ 日）

n＝
０．８０A

喫 茶 店ニ

＜注＞（１）大便器数、小便器数及び両用便器数を合計した便器数。
　　　　（２）居室とは、建築基準法による用語の定義でいう居室であって、居住、執務、作業、集会、娯楽その他これらに類する目的のために継続的に使用する室をいう。ただし、共

同住宅における台所及び食事室を除く。
（３）女子専用便所にあっては、便器数のおおむね１／２を小便器とみなす。

浄化槽の機種および選定基準などについては、地区により行政指導内容が異なる場合がありますので、十分にご注意ください。

人槽の算定基準 ・ 早見表 ●建築用途別処理対象人員算定基準表 （JIS-A-3302 ・ 2000） 及び汚水量 ・ BOD濃度参考値

算定単位当たりの汚水量及びBOD濃度参考値
処理対象人員 （n）

建 築 用 途
類似用
途 別
番 号

合併処理対象

BOD汚水量算定単位算定式

１５０
（mg／ �）

１５
（ ��／ m２ ・日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７５A

玉 突 場 ・ 卓 球 場イ

娯
楽
施
設
関
係

６

１５０
（mg／ �）

２２
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．１１A

パ チ ン コ 店ロ

１５０
（mg／ �）

３０
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．１５A

囲 碁 ク ラ ブ
マ ー ジ ャ ン ク ラ ブ

ハ

１５０
（mg／ �）

１００
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．５０A

デ ィ ス コニ

１５０
（mg／ �）

５０
（ ��／ 席 ・日）

n：人員（人）
S：打席数（席）

n＝
０．２５S

ゴ ル フ 練 習 場ホ

１５０
（mg／ �）

５００
（  ��／レーン ・ 日）

n：人員（人）
L：レーン数 （レーン）

n＝
２．５０L

ボ ー リ ン グ 場ヘ

１５０
（mg／ �）

４０
（ ��／席 ・日）

n：人員（人）
S：打席数（席）

n＝
０．２０S

バ ッ テ ィ ン グ 場ト

１５０
（mg／ �）

６００
（ ��／面 ・日）n：人員（人）

S：コート面数（面）

n＝３S
ナ イ タ ー 設 備 を
設 け る 場 合

テニス場チ
４００

（ ��／面 ・日）
n＝２S

ナ イ タ ー 設 備 を
設 け な い 場 合

２６０
（mg／ �）

２４００
（ ��／個 ・日）

n：人員（人）
C１：総便器数（個）

n＝
１６C

遊 園 地 ・ 海 水 浴 場リ

１５０
（mg／ �）

－

n：人員（人）
C：大便器数（個）
u３：小便器数（個）
t：単位便器当たり一日
平均使用時間（時間）
t：１．０～２．０

n＝

× t

プ ー ル ・ ス ケ ー ト 場ヌ

３２０
（mg／ �）

７０
（ ��／人 ・日）

n：人員（人）
P：収容人員（人）

n＝
０．５６P

キ ャ ン プ 場ル

１３０
（mg／ �）

２５０
（ ��／人 ・日）

n：人員（人）
H：ホール数 （ホール）

n＝
２１H

ゴ ル フ 場ヲ

３００
（mg／ �）

４８０
（ � ／ます ・日）

n：人員（人）
P：駐車ます数 （ます）

n＝
３．６０P

一般部

便
所

サービスエリアイ

駐
車
場
関
係

７

５１０
（ � ／ます ・日）

n＝
３．８３P

観光部

３４０
（ � ／ます ・日）

n＝
２．５５P

売店なしPA

５９０
（mg／ �）

１８０
（ � ／ます ・日）

n＝
２．６６P

一般部
売
店 １９０

（ � ／ます ・日）

n＝
２．８１P

観光部

－－

n：人員（人）
C：大便器数（個）
u３：小便器数（個）
t：単位便器当たり一日
平均使用時間
（時間）t＝０．４～２．０

n＝　

× t

駐 車 場 ・ 自 動 車 車 庫ロ

－－
n：人員（人）
１営業所当たり

n＝２０ガ ソ リ ン ス タ ン ドハ

１８０
（mg／ �）

５０
（ ��／人 ・日）

n：人員（人）
P：定員（人）

n＝
０．２０P

保 育 所 ・ 幼 稚 園
小 学 校 ・ 中 学 校

イ
学
校
施
設
関
係

８
１８０

（mg／ �）
６０

（ ��／人 ・日）
n：人員（人）
P：定員（人）

n＝
０．２５P

高 等 学 校 ・ 大 学 ・ 各 種 学 校ロ

１５０
（mg／ �）

１６
（ ��／ m２ ・日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０８A

図 書 館ハ

２００
（mg／ �）

１０
（ ��／ m２ ・日）n：人員（人）

A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７５A

業務用厨房設備を
設 け る 場 合

事務所イ

事
務
所
関
係

９
２００

（mg／ �）
１０

（ ��／ m２ ・日）
n＝
０．０６A

業務用厨房設備を
設 け な い 場 合

３００
（mg／ �）

１００
（ ��／人 ・日）n：人員（人）

P：定員（人）

n＝
０．７５P

業務用厨房設備を
設 け る 場 合

工 場
作業所
研究所
試験所

イ

作
業
場
関
係

１０
１５０

（mg／ �）
６０

（ ��／人 ・日）
n＝
０．３０P

業務用厨房設備を
設 け な い 場 合

２００
（mg／ �）

４.２
（ ��／ m２ ・日）n：人員（人）

A：延べ面積（m２）

n＝
０．０２A

市 場イ

１
〜　

の
用
途
に
属
さ
な
い
施
設

１０

１１

５０
（mg／ �）

３３
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．１７A

公 衆 浴 場ロ

－－
n：人員（人）
C１：総便器数（個）

n＝
１６C

公 衆 便 所ハ

－－
n：人員（人）
P：乗降客数（人／日）

n＝
０．００８P

P ＜１００，０００の 場 合

駅 ・ バ ス
ターミナル

ニ
n＝
０．０１０P

１ ０ ０ ，０ ０ ０ ≦ P
＜２００，０００ の 場 合

n＝
０．０１３P

２００，０００≦ P の 場 合

２０C＋１２０U
８

２０C＋１２０U
８
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浄化槽を設置するに際して
都道府県に登録されている専門の（浄化槽設備士の資格をもつ）工事業者とつぎのような事項について打ち合わせてください。
＊浄化槽の機種の選定、処理対象人員（処理水量）、放流先及び放流水質の規制値
＊設置場所、特殊工事の有無
＊設置届けなど
（1）特殊工事を必要とする場合
＊設置場所を、車庫・駐車場などに使用する場合
＊設置場所が、断崖・川べり、交通量の多い道路ばた、軟弱地盤、多雪地帯、近隣の建造物の荷重が影響する場所など
＊地下水がでる場所
（2）浄化槽工事着手の制限について
＊型浄化槽は設置届けが受理された日から10日間経過した後、工事に着手してください。（この期間は、受理当日の初日は計算しない）
浄化槽設置工事は、都道府県に登録されている専門の（浄化槽設備士の資格をもつ）工事業者に依頼してください。
浄化槽の維持管理は、都道府県に登録されている「保守点検業者」と契約してください。（保守点検は、浄化槽管理士の資格をもった人が行
わなければなりません）
　浄化槽の汚泥引き抜きなどの清掃は、市町村長の許可を受けた浄化槽清掃業者に依頼してください。…（有料）回数1年／1回以上
浄化槽に入れる消毒剤は、浄化槽を使用開始するまでは開封しないで下さい。これを守らないと、消毒剤から塩素ガスが発生し空気中の水
分と反応し、塩酸を生じ、このために金属類を腐食するおそれがあります。

取扱いされます方へ

留意①

留意②
留意③

留意④

注意

※「取扱説明書」、「施工要領書」、「維持管理要領書」の必要な方は弊社窓口までご連絡ください。ただちにお送りいたします。

①　消毒剤は強力な酸化剤です。消毒剤には、有機系の塩素剤と無機系の塩素剤の２種類があります。これらを一緒に薬剤受け（薬筒）に入れないでください。
留意 ： 有機（イソシアヌル酸）系の塩素剤には、品名 ： ハイライト、ポンシロール、メルサン、マスター、ペースリッチなどがある。
　　無機系の塩素剤には、商品名 ： ハイクロン、トヨクロン、南海クリヤーなどがある。
②　消毒剤の取扱に際しては、目・鼻・皮膚を保護するため、ゴム手袋、防塵マスク、保護メガネなどの保護具を必ず着用してください。
③　消毒剤を廃棄する場合は、販売店などにお問い合わせください。
　　発熱・火災の危険がありますので、消毒剤はごみ箱やごみ捨て場に絶対に捨てないでください。
留意 ： 消毒剤の取扱上の詳細な注意事項は、現品の包装材に記載されていますので、お読みください。
これらの注意を怠ると発火・爆発・有毒ガスの生ずるおそれがあり、また、これらにより傷害を生ずるおそれがあります。

①消毒剤による発火・爆発・有害ガス事故防止！ 警告

！ 警告

①　ブロワのカバー・制御盤の扉は、開けないでください。
②　ブロワ・制御盤の近く（約５０ｃｍ）には、ものを置かないでください。
③　電源コードの上には、ものを置かないでください。
④　電源プラグは、ほこりが付着しやすいので、１年に１回以上は清掃してください。
⑤　ブロワ・ポンプ・制御盤などの電気機器が故障した場合は、維持管理業者または専門の工事業者に連絡し修理してください。
これらの注意を怠ると、感電・発火の生ずるおそれがあります。

②感電・発火事故防止！ 警告

①　マンホール・点検口の蓋は、必ず閉めてください。また、ロック機構のあるものは、必ずロックしてください。
②　マンホール・点検口の蓋のひび割れ・破損などの異常を発見したら、直ちに取り替えてください。
③　マンホールや角蓋に錆がある時は、除去して、エポタール塗装をしてください。
④　マンホール・点検口の蓋は、子供にさわらせないでください。
これらの注意を怠ると、転落・傷害の生ずるおそれがあります。

④マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止！ 注意

　　通常の埋設工事を行った浄化槽の上には、車などの重量物をのせないでください。
　　車などがのる場合には、特殊工事（①マンホール蓋は、安全荷重を考慮して選定する。②支柱などを補強する。）が必要になりますので、専門の工事業
　　者にご相談ください。
これらの注意を怠ると、器物破損・傷害の生ずるおそれがあります。

⑤荷重による器物破損・傷害事故防止！ 注意

　　槽内に入る場合は、必ず酸素濃度・硫化水素濃度を測定し、その安全を確かめてください。
　　また、槽内で作業をするときは必ず強制換気をおこなうこと。
このような注意を怠ると、人身事故（死亡事故）の発生するおそれがあります。

③作業中の酸欠などの事故防止！ 警告

警告表示

本書で使用しているマークには、以下のような意味があります。
取り扱いを誤った場合に、使用
者が死亡または重症を負う可能
性が想定されます。

特に守っていただ
きたい留意事項
です。

！ 注意 留意
取り扱いを誤った場合に、使用
者が傷害を負う危険及び物的
損害の発生が想定されます。

P10P9
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算定単位当たりの汚水量及びBOD濃度参考値
処理対象人員 （n）

建 築 用 途
類似用
途　別
番　号

合併処理対象

BOD汚水量算定単位算定式

１５０
（mg／ �）

１６
（  ��／ m２ ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝    
０．０８A

公会堂・集会場・劇場・
映 画 館 ・ 演 芸 場

イ

集
会
場
施
設
関
係

１
２６０

（mg／ �）
２４００

（ ��／ 個 ・ 日）
n：人員（人）
C１：総便器数（個）

n＝１６C競輪場・競馬場・競艇場ロ

２６０
（mg／ �）

１０
 （ ��／ m２ ・日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０６５A

観 覧 場 ・ 体 育 館ハ

２００
（mg／ �）

２００
（ � ／人 ・ 日）

n：人員（人）

A：延べ面積（m２）

n＝５A≦１３０m２の場合

住 宅イ

住
宅
施
設
関
係

２

n＝７１３０m２＜Aの場合

２００
（mg／ �）

１０
（ � ／ m２    ・ 日）

n：人員（人）
ただし、１戸あたり
のnが３．５人以下の
場合には、１戸当た
りのnを３．５人又は
２人（１戸が１居室
（２）だけで構成さ
れている場合に限
る）とし、１戸当た
りのnが６人以上の
場合には１戸当たり
の nを６人とする。
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０５A

共 同 住 宅ロ

１４０
（mg／ �）

１４
（ � ／ m２   ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７A

下 宿 ・ 寄 宿 舎ハ

２００
（mg／ �）

２００
（ � ／人 ・ 日）

n：人員（人）
P：定員（人）

n＝ P
学 校 寄 宿 舎
自衛隊キャンプ宿舎
老人ホーム・養護施設

ニ

２００
（mg／ �）

３０
（ � ／ m２    ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．１５A

結 婚 式 場 ・
宴 会 場 有

ホテル
旅 館

イ
宿
泊
施
設
関
係

３

１００
（mg／ �）

３０
（ � ／ m２   ・ 日）

n＝
０．０７５A

結 婚 式 場 ・
宴 会 場 無

５０
（mg／ �）

１，０００
（ � ／室  ・ 日）

n：人員（人）
R：客室数

n＝５Rモ ー テ ルロ

２００
（mg／ �）

２００
（ � ／人  ・ 日）

n：人員（人）
P：定員（人）

n＝ P
簡易宿泊所・合宿所・
ユー ス ホステ ル ・ 青年の家

ハ

３２０
（mg／ �）

B×１，０００
（ � ／床  ・ 日）

n：人員（人）
B：ベッド数（床）

n＝８B
３００床未
満の場合

業務用の
厨房設備
又は洗濯
設備を設
ける場合

病 院

療養所

伝　染
病　院

イ
医
療
設
備
関
係

４

B×１，３００
（ � ／床  ・ 日）

n＝１１．４３（B
－３００）＋
２，４００

３００床以
上の場合

１５０
（mg／ �）

B×１，０００
（ � ／床  ・ 日）

n＝５B
３００床未
満の場合

業務用の
厨房設備
又は洗濯
設備を設
けない場
合

B×１，３００
（ � ／床  ・ 日）

n＝７．１４（B－
３００）＋１，５００

３００床以
上の場合

３００
（mg／ �）

２５
（ � ／ m２  ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．１９A

診 療 所 ・ 医 院ロ

１５０
（mg／ �）

１５
（ � ／ m２  ・ 日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７５A

店 舗 ・ マ ー ケ ッ トイ

店
舗
関
係

５

１５０
（mg／ �）

３０
（ � ／ m２  ・ 日）

n＝
０．１５A

百 貨 店ロ

２２０
（mg／ �）

１３０
（ � ／ m２  ・ 日）

n＝
０．７２A

一 般 の 場 合

飲食店ハ
４５０

（mg／ �）
２６０

（ � ／ m２   ・ 日）
n＝
２．９４A

汚濁負荷の高い場合

２００
（mg／ �）

１１０
（ � ／ m２   ・ 日）

n＝
０．５５A

汚濁負荷の低い場合

１５０
（mg／ �）

１６０
（ � ／ m２  ・ 日）

n＝
０．８０A

喫 茶 店ニ

＜注＞（１）大便器数、小便器数及び両用便器数を合計した便器数。
　　　　（２）居室とは、建築基準法による用語の定義でいう居室であって、居住、執務、作業、集会、娯楽その他これらに類する目的のために継続的に使用する室をいう。ただし、共

同住宅における台所及び食事室を除く。
（３）女子専用便所にあっては、便器数のおおむね１／２を小便器とみなす。

浄化槽の機種および選定基準などについては、地区により行政指導内容が異なる場合がありますので、十分にご注意ください。

人槽の算定基準 ・ 早見表 ●建築用途別処理対象人員算定基準表 （JIS-A-3302 ・ 2000） 及び汚水量 ・ BOD濃度参考値

算定単位当たりの汚水量及びBOD濃度参考値
処理対象人員 （n）

建 築 用 途
類似用
途 別
番 号

合併処理対象

BOD汚水量算定単位算定式

１５０
（mg／ �）

１５
（ ��／ m２ ・日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７５A

玉 突 場 ・ 卓 球 場イ

娯
楽
施
設
関
係

６

１５０
（mg／ �）

２２
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．１１A

パ チ ン コ 店ロ

１５０
（mg／ �）

３０
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．１５A

囲 碁 ク ラ ブ
マ ー ジ ャ ン ク ラ ブ

ハ

１５０
（mg／ �）

１００
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．５０A

デ ィ ス コニ

１５０
（mg／ �）

５０
（ ��／ 席 ・日）

n：人員（人）
S：打席数（席）

n＝
０．２５S

ゴ ル フ 練 習 場ホ

１５０
（mg／ �）

５００
（  ��／レーン ・ 日）

n：人員（人）
L：レーン数 （レーン）

n＝
２．５０L

ボ ー リ ン グ 場ヘ

１５０
（mg／ �）

４０
（ ��／席 ・日）

n：人員（人）
S：打席数（席）

n＝
０．２０S

バ ッ テ ィ ン グ 場ト

１５０
（mg／ �）

６００
（ ��／面 ・日）n：人員（人）

S：コート面数（面）

n＝３S
ナ イ タ ー 設 備 を
設 け る 場 合

テニス場チ
４００

（ ��／面 ・日）
n＝２S

ナ イ タ ー 設 備 を
設 け な い 場 合

２６０
（mg／ �）

２４００
（ ��／個 ・日）

n：人員（人）
C１：総便器数（個）

n＝
１６C

遊 園 地 ・ 海 水 浴 場リ

１５０
（mg／ �）

－

n：人員（人）
C：大便器数（個）
u３：小便器数（個）
t：単位便器当たり一日
平均使用時間（時間）
t：１．０～２．０

n＝

× t

プ ー ル ・ ス ケ ー ト 場ヌ

３２０
（mg／ �）

７０
（ ��／人 ・日）

n：人員（人）
P：収容人員（人）

n＝
０．５６P

キ ャ ン プ 場ル

１３０
（mg／ �）

２５０
（ ��／人 ・日）

n：人員（人）
H：ホール数 （ホール）

n＝
２１H

ゴ ル フ 場ヲ

３００
（mg／ �）

４８０
（ � ／ます ・日）

n：人員（人）
P：駐車ます数 （ます）

n＝
３．６０P

一般部

便
所

サービスエリアイ

駐
車
場
関
係

７

５１０
（ � ／ます ・日）

n＝
３．８３P

観光部

３４０
（ � ／ます ・日）

n＝
２．５５P

売店なしPA

５９０
（mg／ �）

１８０
（ � ／ます ・日）

n＝
２．６６P

一般部
売
店 １９０

（ � ／ます ・日）

n＝
２．８１P

観光部

－－

n：人員（人）
C：大便器数（個）
u３：小便器数（個）
t：単位便器当たり一日
平均使用時間
（時間）t＝０．４～２．０

n＝　

× t

駐 車 場 ・ 自 動 車 車 庫ロ

－－
n：人員（人）
１営業所当たり

n＝２０ガ ソ リ ン ス タ ン ドハ

１８０
（mg／ �）

５０
（ ��／人 ・日）

n：人員（人）
P：定員（人）

n＝
０．２０P

保 育 所 ・ 幼 稚 園
小 学 校 ・ 中 学 校

イ
学
校
施
設
関
係

８
１８０

（mg／ �）
６０

（ ��／人 ・日）
n：人員（人）
P：定員（人）

n＝
０．２５P

高 等 学 校 ・ 大 学 ・ 各 種 学 校ロ

１５０
（mg／ �）

１６
（ ��／ m２ ・日）

n：人員（人）
A：延べ面積（m２）

n＝
０．０８A

図 書 館ハ

２００
（mg／ �）

１０
（ ��／ m２ ・日）n：人員（人）

A：延べ面積（m２）

n＝
０．０７５A

業務用厨房設備を
設 け る 場 合

事務所イ

事
務
所
関
係

９
２００

（mg／ �）
１０

（ ��／ m２ ・日）
n＝
０．０６A

業務用厨房設備を
設 け な い 場 合

３００
（mg／ �）

１００
（ ��／人 ・日）n：人員（人）

P：定員（人）

n＝
０．７５P

業務用厨房設備を
設 け る 場 合

工 場
作業所
研究所
試験所

イ

作
業
場
関
係

１０
１５０

（mg／ �）
６０

（ ��／人 ・日）
n＝
０．３０P

業務用厨房設備を
設 け な い 場 合

２００
（mg／ �）

４.２
（ ��／ m２ ・日）n：人員（人）

A：延べ面積（m２）

n＝
０．０２A

市 場イ

１
〜　

の
用
途
に
属
さ
な
い
施
設

１０

１１

５０
（mg／ �）

３３
（ ��／ m２ ・日）

n＝
０．１７A

公 衆 浴 場ロ

－－
n：人員（人）
C１：総便器数（個）

n＝
１６C

公 衆 便 所ハ

－－
n：人員（人）
P：乗降客数（人／日）

n＝
０．００８P

P ＜１００，０００の 場 合

駅 ・ バ ス
ターミナル

ニ
n＝
０．０１０P

１ ０ ０ ，０ ０ ０ ≦ P
＜２００，０００ の 場 合

n＝
０．０１３P

２００，０００≦ P の 場 合

２０C＋１２０U
８

２０C＋１２０U
８
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浄化槽を設置するに際して
都道府県に登録されている専門の（浄化槽設備士の資格をもつ）工事業者とつぎのような事項について打ち合わせてください。
＊浄化槽の機種の選定、処理対象人員（処理水量）、放流先及び放流水質の規制値
＊設置場所、特殊工事の有無
＊設置届けなど
（1）特殊工事を必要とする場合
＊設置場所を、車庫・駐車場などに使用する場合
＊設置場所が、断崖・川べり、交通量の多い道路ばた、軟弱地盤、多雪地帯、近隣の建造物の荷重が影響する場所など
＊地下水がでる場所
（2）浄化槽工事着手の制限について
＊型浄化槽は設置届けが受理された日から10日間経過した後、工事に着手してください。（この期間は、受理当日の初日は計算しない）
浄化槽設置工事は、都道府県に登録されている専門の（浄化槽設備士の資格をもつ）工事業者に依頼してください。
浄化槽の維持管理は、都道府県に登録されている「保守点検業者」と契約してください。（保守点検は、浄化槽管理士の資格をもった人が行
わなければなりません）
　浄化槽の汚泥引き抜きなどの清掃は、市町村長の許可を受けた浄化槽清掃業者に依頼してください。…（有料）回数1年／1回以上
浄化槽に入れる消毒剤は、浄化槽を使用開始するまでは開封しないで下さい。これを守らないと、消毒剤から塩素ガスが発生し空気中の水
分と反応し、塩酸を生じ、このために金属類を腐食するおそれがあります。

取扱いされます方へ

留意①

留意②
留意③

留意④

注意

※「取扱説明書」、「施工要領書」、「維持管理要領書」の必要な方は弊社窓口までご連絡ください。ただちにお送りいたします。

①　消毒剤は強力な酸化剤です。消毒剤には、有機系の塩素剤と無機系の塩素剤の２種類があります。これらを一緒に薬剤受け（薬筒）に入れないでください。
留意 ： 有機（イソシアヌル酸）系の塩素剤には、品名 ： ハイライト、ポンシロール、メルサン、マスター、ペースリッチなどがある。
　　無機系の塩素剤には、商品名 ： ハイクロン、トヨクロン、南海クリヤーなどがある。
②　消毒剤の取扱に際しては、目・鼻・皮膚を保護するため、ゴム手袋、防塵マスク、保護メガネなどの保護具を必ず着用してください。
③　消毒剤を廃棄する場合は、販売店などにお問い合わせください。
　　発熱・火災の危険がありますので、消毒剤はごみ箱やごみ捨て場に絶対に捨てないでください。
留意 ： 消毒剤の取扱上の詳細な注意事項は、現品の包装材に記載されていますので、お読みください。
これらの注意を怠ると発火・爆発・有毒ガスの生ずるおそれがあり、また、これらにより傷害を生ずるおそれがあります。

①消毒剤による発火・爆発・有害ガス事故防止！ 警告

！ 警告

①　ブロワのカバー・制御盤の扉は、開けないでください。
②　ブロワ・制御盤の近く（約５０ｃｍ）には、ものを置かないでください。
③　電源コードの上には、ものを置かないでください。
④　電源プラグは、ほこりが付着しやすいので、１年に１回以上は清掃してください。
⑤　ブロワ・ポンプ・制御盤などの電気機器が故障した場合は、維持管理業者または専門の工事業者に連絡し修理してください。
これらの注意を怠ると、感電・発火の生ずるおそれがあります。

②感電・発火事故防止！ 警告

①　マンホール・点検口の蓋は、必ず閉めてください。また、ロック機構のあるものは、必ずロックしてください。
②　マンホール・点検口の蓋のひび割れ・破損などの異常を発見したら、直ちに取り替えてください。
③　マンホールや角蓋に錆がある時は、除去して、エポタール塗装をしてください。
④　マンホール・点検口の蓋は、子供にさわらせないでください。
これらの注意を怠ると、転落・傷害の生ずるおそれがあります。

④マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止！ 注意

　　通常の埋設工事を行った浄化槽の上には、車などの重量物をのせないでください。
　　車などがのる場合には、特殊工事（①マンホール蓋は、安全荷重を考慮して選定する。②支柱などを補強する。）が必要になりますので、専門の工事業
　　者にご相談ください。
これらの注意を怠ると、器物破損・傷害の生ずるおそれがあります。

⑤荷重による器物破損・傷害事故防止！ 注意

　　槽内に入る場合は、必ず酸素濃度・硫化水素濃度を測定し、その安全を確かめてください。
　　また、槽内で作業をするときは必ず強制換気をおこなうこと。
このような注意を怠ると、人身事故（死亡事故）の発生するおそれがあります。

③作業中の酸欠などの事故防止！ 警告

警告表示

本書で使用しているマークには、以下のような意味があります。
取り扱いを誤った場合に、使用
者が死亡または重症を負う可能
性が想定されます。

特に守っていただ
きたい留意事項
です。

！ 注意 留意
取り扱いを誤った場合に、使用
者が傷害を負う危険及び物的
損害の発生が想定されます。
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大栄産業株式会社

■取扱店

’23.3.

維持管理ご相談下さい！
浄化槽には維持管理が法律により義務付けられています。
ダイエーは維持管理を信頼のネットワークでご提供いたします。
お気軽に最寄の左記営業所へお問い合わせください。

E-mail　honsya@daie-industry.co.jp
商品やサービスに対するご意見、ご要望をお聞かせください。
「取扱説明書」「施工要領書」「維持管理要領書」の必要な方は
弊社窓口までご連絡またはホームページまでアクセスください。

本社
〒 470-2403  愛知県知多郡美浜町大字北方字西側85-1
0569-82-0338　FAX0569-82-2114
北海道営業所
〒 065-0022  北海道札幌市東区北22 条東3丁目1-35  ハイテクビル・さっぽろ
011-748-3200　FAX011-748-3221

仙台営業所
〒 983-0038 宮城県仙台市宮城野区新田1-3-52
022-239-9001　FAX022-239-9002

北関東営業所
〒 346-0014 埼玉県久喜市吉羽2丁目6-9 宇津城ビル3F
0480-21-8231　FAX0480-21-8337

千葉出張所
〒 299-3217 千葉県大網白里市木崎1-23
0475-70-8131　FAX0475-70-8132

大阪営業所

広島営業所
〒 733-0003 広島県広島市西区三篠町3丁目2-2 A1ビル1F
082-237-8311　FAX082-237-8312
福岡営業所
〒 814-0153 福岡県福岡市城南区樋井川3-19-1
092-552-4904　FAX092-511-8122

大分出張所
〒 879-7152 大分県豊後大野市三重町百枝1247-1
0974-22-8218　FAX0974-22-8489

東京支店・東京営業所
〒 105-0004 東京都港区新橋5丁目25-2 ル・グラシエルBLDG.60
03-5401-2151　FAX03-5401-2152

豊橋出張所
〒 441-8122 愛知県豊橋市天伯町六ツ美77-1
0532-48-8029　FAX0532-37-7372

ISO14001認証取得／ISO9001認証取得

静岡営業所
〒 417-0801 静岡県富士市大淵2651-1
0545-35-5783　FAX0545-35-5784

〒 532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原1-1-1 新大阪阪急ビル3F
06-7668-8384　FAX06-7668-8301

北関東営業所
東京支店・東京営業所

このカタログは適切に管理された
FSC®認証林およびその他の管
理された供給源からの原材料で
作られています。

URL      http://www.daie-industry.co.jp
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